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「身毒丸Jと「遠野物語j

兵藤お己

ことしの6月 7目、園皐院大撃で行われた第 32回大会での小川直之氏の講演、「折口信

夫『三郷巷談』の意趣Jは、私にとってたいへん示唆的だ、った。

「三郷巷談J(~郷土研究』大正 2 年~)は、折口信夫の最初の民俗学的な著述であり、

折口が柳田国男の知遇をえるきっかけとなった文章で、あるG 小川氏は、「三郷巷談jに記さ

れた商都大阪の庶民世界(下層世界)と、折口が幼少年期を過ごした地域との地理関係を

スライド映像をつかつて説明されていた。地図には、天王寺や合邦ガ辻、その周辺に広が

る貧民街などが示され、幼少年期の折口をはぐくんだ文化的な土壌の深層がうかがえて興

味深かった。

「三郷巷談j の執筆とほぼ時期的に並行して書かれた折口の小説に、「身毒丸」がある。

父から持ち伝えた「業病Jの不安を負う田楽座の美少年を主人公としたこの短編小説は、

俊徳丸(しんとく丸)伝説の舞台となる天王寺や合邦ガ辻から指呼の距離を生活圏とし、

幼少年期に乳母からたび、たび俊徳丸の伝説を閣かされて育った折口にしてはじめて書けた

ような小説である。

小説「身毒丸J末尾の「附言Jで、折口は、 r(わたしは)現今の史家の史論の可能性と

表現法を疑うて居Jると述べているD 歴史と伝説、事実と虚構とを二項対立的にとらえ、く

事実〉の客観記述をもって科学的研究を自任する「現今の史家jの「表現法」への異議申し

立てとして、あえて自分の研究に「小説の形j を用いたというのである。

「身毒丸j と並行して書かれた「三郷港談j の先縦として考えられるのは、たとえば、

東京深川め下層社会を舞台にして書かれた泉鏡花の小説「辰巳巷談J(明治 31年)だろう

か。明治から大正にかけて新派劇として舞台化されて大当たりをとった小説だ、が、「巷談j

とは、巷間の語りの謂いである。 6月 7日の大会では、小)11氏の講演のあとに川田)1慎造氏

の講演「伝承と集合的記憶j があり、川田氏が、深川で過ごした幼少年時代をご自身の研

究の原体験として語っておられたのも、私の想像をさまざまにふくらませた。

科学的・記述主義的な研究にたいして、研究のことばにパフォーマティブな力を回復し

ようとする意志のもとに、柳田国男や折口信夫の学問は出発したのである。柳田の場合は、

いうまでもなく「遠野物語jである。小川氏が示唆されたように、「三郷巷談Jと「遠野物

語Jとしづ、この二つの記念碑的な著述がもっパフォーマティブなことばのカに思いをい

たすことから、今日のありうべき口承文芸研究のスタイルもみえてくるのかもしれない。

(千葉県)
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第55毘開会

[きさりと伝説ー三乙苛の浮溜惑e1ii蓬トj

2008年3月3日(土)

会場東海学濁大学名古震キャンパス

菱JII晶子(愛知累)

近松の「源氏十二段Jが約300年ぶりに操りと

共に復曲奏宴された本年、東海学園大学名古屋キ

ャンパスにおいて「語りと伝説一三河の浄落穣姪伝

承一jをテーマにした研究例会が行われた。 3月g

日のことである。

基調講演「文楽『浄翠璃寝物語』の敏:!Jにむけ

てjでは、《窒素化尽力された岡崎具販協同組合の

理事長田加藤善啓氏がその経緯について、また地元

での浄瑠璃賠伝承の受け止め方そ在地伝承との関

わりを、詳細な資料に基づいて述べられた。後半

のシンポジウムでは、小林幸夫氏の司会のもと、

堤邦彦氏の「浄落璃短伝説をめぐる唱導j と深谷

大氏の「浄瑠璃姪物静養謎と伝承をめぐって-J

の2発表があった。堤氏は、浄瑠璃短と縁のある

関崎市内のf8跡寺院に伝わる近世縁起J資待を、当

時流布した絡縁起と共に検討し、路縁起の在り方

や現謹利益を説く当時の唱導の様招について論じ

られた。続いて深谷氏は、「浄沼環短物語jの初出

が『菊]蚤公記J文明 7年 (1475)であることや、

絵巻の構成と内容について解説され、 3系統に分

かれる主要伝本間の異認について議議された。そ

の後の質疑応答では、浄瑠璃短伝承がどのように

して間続で生まれたのかという質穏に、加藤氏が

l芸ぎ

向精の伝承にみられる共通点として舞台が矢矧
4 

(扇i辱)であることや短が)11に}v1(して終わるこ

とを挙げ、震末寺のお嘉護軍様との関わりにつして

述べられた。浄瑠璃短は、三河の国司である父と

母の矢矧の長者が鳳来寺の籍軍女康問頭立てして

授かった子と伝えられているからで、ある。また「浄

瑠璃jが語りの一つのスタイルとして使われるよ

うになった持期についての質問には、物語と人形

が結びつく対表 e震長年間以降のことだろうとしち

う深谷氏の呂答があった。その後も各地に伝わる

-Q -

入水誇などの類以例が報告され，、言議は芸能とし

ての誇寝需にまで発援した。そして最後には、交

通の要衝で、あった点や遊女の存在、また足利氏と

の関わりなどから商崎には浄瑠璃短伝承が生み出

される必議会性があり、源氏と関崎-との関係をもっ

と考えるべきだという兵藤務己氏の指摘があった。

関崎に住む者には大変興味深い内容の例会で、あっ

たが、事前に先行研究についての紹介があれば、

さらに実り多いものになったのではないかとも感

じた。絵巻の結介を望む声もあった。

子一時。ん-PBト
会場麗筆院大零渋谷校舎 j 

小林幸夫 G愛知県〉
宮城索票UII霊前説三山山麓の祭礼e伝承et轡妥ー

おますざすっさまが巡り筑a花村々一

東北大学 iJ ¥E8ill制江

船形山神社併宇の由来を語る縁起が、榊擦と

埴域の祭事Eイ云承のうちiこ、どのようiこ伝えられて

きたかを報告された。おもしろいテーマなのだが、

時爵が足りず、意を尽くせなかっただ、ろうと患う

と残念である。寛永元年 (1624)の「舛議室

現由来j と豊富に示されていた地域の伝承、この

両者の関係が説明されておれば、もっとわかりや

すかっただ、ろう。寛永の縁起が、「継子いじめ誇」

のモチーフにそって語られることの意味を問うた

質問が出たのも、そのあたりのことを尋ねたもの

なのたこのような神仏習合の縁起が、どのよう

にして作られたのか、発表者は祭礼{一こ顕してたど

ろうとされたのである。それがわかるだけに、豊

富な資料が生かされなかったのは£残りである。

それにしても「えし斗まう太子Jが、畜自の「くわ

んいちj となって神と記られる、この縁起の詮搭

が知りたいものである。



山梨県詩sffiJO)留す伝承一容ラ系図。富士見西

行 e芭得策の缶承の{立椙ー

圏雲部数主要 小堀光夫

西行の末議を名乗る遠藤家に「西行系図jが伝

わる。この系図が、どのような経緯で作られたの

れそして、南部町の密行伝承(富士見茜行 e西

千予諜)と、どのようにi叡Fついているのれ発表

者もそれを整理しようとされたのだが、説明が十

分に行き愚かなかったようえ罵辺の地域の密行

伝承と、ここ南部町の西行伝承はどのような関わ

りをもつのか、という参力説訪ミらの質問に答える

には、やはり先の課題を整理しておかねばならな

いだろう。それにしても知りたいのは、この遠藤

家の「密行系図jの性格である。おそらくそれは

南部町における遠震家の来歴を調べることに、つ

ながるのだろうロ李情があって、系図の全体像は

示されなかったのだが、発表者によって整理され

た系図の概要を見るだけでも、当たり前のことだ

が、「{云設は作られるj、ということが窺えるよう

である。遠震宮家の伝承を追跡することで¥酪子伝

説のなりたちがわかるので、はない方、そんな第待

がある口

本菌優子(~ä毎道)

fさてjのない蓄話告訴040年代の蓄言きの
文{本〉一一苔詔こおける fさてJの有無から

蓄諸税土躍会神本書記左手

小林氏はまず、終止形文末が無く途切れずに諮

られる「伝承の昔話j には、時潤およひ苦言の整序

という役割を果たす「さてj としづ接続請がほと

んど存在しなはことを指摘した。そして、:産切ら

ない語りでは、語り手は「出来事の現場と語りの

現在を往還しながらJ確かに「あるJとした出来

事を関き手に報告しているが、再話の擦に「さてj

が入ることにより話が整序され、「あったことjを

開き手が追体験することができなくなっていると

述べたつさらに、このような述べ方の変化が昔話

の質的な変化をもたらし、それは昭和 40年代に

進行したとの更解を示した。たった一つの擬曹司

の分析から、「口承jの本欝令意味、悪言が内包す

る問題点にまで論を掘り下げた研究であり、深い

学びの機会を得たことに感謝した川

?イヌ英五銭安事詩成立過程の時題意-yukarに

おける Iskar (碕)人の鰐リー

千葉大学中川!裕

1950年代に知里真志保が、アイヌの英雄叙事詩に

おけるモチーフをオホーツク人との抗争であると

唱えて以来、主として鐙史学研究者を中心に、英

雄叙事詩とアイヌ史とを結びンつける試みがなされ

てきたが、中川氏はそれらの説を一元的起源説と

J位置づけ、持悌jを加えてきた。今回わ研究発表で、

はさらに、英雄叙事詩資料を詳細に分析したうえ

で、英雄叙事詩の多層講造、すなわち、Otasut

(0組担血)人を主人公とする話が古い層をなし、

Iyoci徐市)人と Iskar(石狩〉人の登場する謡、

および地域グループ同士の戦いを播いた話は、沙

流 eg髭震予世方で発生したのではないかとの説を提

示した。また、それらの物語の内容は、交易をめ

ぐる態或グノLーフ稿の毘盟関係のもつれとし、う、

かつての現実を反挟している可態性があると述べ

た。まさに、アイヌロ承文芸研究において新たな

地平を切り開く大きな問題提起であり、エポック

メイキングな発表で、あったといえよう。

今
、
ョ
)



《第二会場

真下厚保都府)

j撃井真代氏(総合研究大学錠大学)r石垣患Jll
平における f神のことIe!jと f神へのことばj

をめぐ、ってJt訂11平集客の議札において発せられ

るさまざまなことばの諸相を提示しようと言私Lた

ものである。女?銭材交ツカサによって神に対して

唱えられることばも、来訪待マユンガナシに成り

代わった男f生神役によって人々に対して唱えられ

ることばも、ともにカンフツと呼ばれていること

を持さえて、それらのことばの生態について対照

性と共通性を整理する。加えて、アカザーの梓への

態度とマユンガナシを迎える人々の態度が、神に

できないことや分からないことを補うものと角械

できるとし、その点においても共通するとした。

氏のこれまでの個別的な分析を統合する総論的な

位置にある議であるが、さらなる震関が期待され

よう。なお、質疑においてこれらのカンフツの認

章が資料として提示されていないことに疑義が出

されたーツカサのカンフツはとりわけ厳しし、タブ

ーに包まれており、議材や

その公開は困難であることは翠解できるが、母子究

対象に含めようとするならば、資料ぬ提示の位元

に何らかの工夫が必要で、あろう。

村山総美氏(総合研究大学説大学)n中縄戦

の安諸をめぐる亡霊護-f戦争(!)話Jにおける

[鍛造JO)f晃座jは戦死者の亡霊誇が沖纏の草野愛

社会のなかでいかに主主食され、角球されてきたの

かについて詳細に論じたものである。子どもたち

を撮影した一枚の写真に自本兵の亡霊の姿が見出

され、それに侍って起こった異変が戦死者の遺骨

収集を進めていた祉会状況のなかで、ユタによって

未供養の戦死者の亡霊と完概され、行政によって

供養されることとなったという事例を当時の新商

資料などによって丹念に追う。そして、こうした

戦死者の亡護軍は戦争の記憶をもととし、ユタlこ

よる異変の解釈という文化的背景、戦死者の潟怠

を求める多くの溺突たちゃ明らかとなった未絞集

の数多くの遺骨の存在とし 1う社銭句背景によって

発生したとする。論旨は明確で、説得的で、あったと

_ .a _ 

いえるが、質疑においては新額資料を直接対橡と

した点、に口承文喜子研究として疑義も出された。

なお、質疑待問が5分ときわめて短く、ほとん

ど議論で、きなかったのは残念で、あった。今後、時

間配分について検討が必要で、はないれ

鈴木健之(東京者訪

日蒐舗とほ伺かークグツの語源説とかかわっ

て~J 袴奈Jil大学 II口密台

これまで山口氏は、本来外来語たる漢語が和語の

中に入札その字音が諒ftしすっかり日本語とし

て照化してしまった例として、オニ(鬼Lt)y憾

などの語棄の素姓明かしを考証されてきた。本研

究もこの線上にあるもの。まずなぜ箆儲をクグツ

!がんF しすい

と毒I1むのれ 6齢三中国の北斉の学者顔之誰は、

i):."、らいし かくとく

「格に'箆f晶子c1箆犠裁と向じ)のことを郭禿と呼

ぶのはなぜ7.PJと関われ、「菅禿頭病にかかった郭

姓のある男が道化方を演じたところから、後人が

その男に似せて人形を作って、その劇を事践とも

呼んだ、からで、あろう j と答えた (WJ顔民家言iI~巻六

議芭議〉。'捷備は;まカミに魁量、健蕎など表言C7J~多く

あり、韻を向じくする畳韻語である。同じく畳韻

語の事涜の語も伝来し、このkua防止が日本語化

してクグツになり、健録をカイライのほかにクグ

ツと誤むようになった。双声畳鎮の連議語は漢字

表記の一宇一宇を詮索して忌意味がなく、援して

一語音自体が意味を表象するという中国語音議論か

ら考えて、 k-tーはこぶを、 k-lーは中空を意味

する。縫俸はもと羨からすっぽり仮面をかぶって

のも現れ、六頭時代に棒使い人形と合流し、後に

優勢となった糸操りも含めて健俸は人形劇の締本

jt 

となった億鏡も事会も古代中患の緩文化(畿は

鬼やらいの意)の土壌の上に生まれたものである

と山口氏は結論づける。



モンヨレの f創出神話『却しヒ-0 メjレアン』
ー墓本語iこみとめられる 'ti中:"(f.態怠とヴ?

リ?ントの模討 愛知淑徳大学藤井鰯甜

藤井麻瀬氏。溌表はエノレヒ- oメノレゲン嬬香の物

語の梅野さ析である。エルヒー。メノレゲ、ンの基本

語は、昔東から西へ七つの太陽が出て主主魁になっ

た。人々は弓の名人エノレヒーーメノレゲン(モンゴ

ノレ語で、エノレヒーは親指、メノレゲンは弓の名人の意)

に太陽を射落とすことを頼んだコ後は「七つの太

陽を射落とすことができなければ、議d~を切り落

としタノレバガン(リス科ネズミ自の雪量劾マーモツ

ト)となり暗い穴の中で暮らすj と誓う。東から

l!演に太陽を射落とし、七つ自を射た時、間にツバ

メが入ったので、矢はツバメの尾に当たり、ツバ

メの尻尾は二つに裂けた最後の太揚は西の山の

裏に隠オもた。エノレヒー。メノレゲンは邪魔をしたツ

バメを馬で追いかけて殺そうとすると、馬が 「も

しツバメに追いつけなければ、私の四肢を切って

草原に捨ててくださいj と言う。ツバメi話盗げお

おせて、怒ったエノレヒー・メノレゲンが馬の前脚を

切り落とすと、馬はアラクダーガ(跳免)になっ

た。エルヒ-5メルゲンは誓いどおり議指を切り

タノレバガンになった。タノレバガンの勝φ指が4本

なのはそのためた藤井氏はこの物語の中に十二

支中で特定の支から数えて7番目の支同士が対立

寝係にあるという易学における七沖の畿念が投影

されていると見る。東から西へ七つの太陽とは、

東方に当たる卯から頗に西に当たる酉までの七つ

の支に当たり、富のツバメに対するアラクダーガ

(跳免〉が亦に当たり、罵の午に対する子はタノレ

パガンで、 gpとヂ、子と午の2組の七沖の民係が

織り込まれていると言う。氏はさらに基持活に類

する 16話のヴアリアントを比誠実討し、この神話

群が英雄の射日モチーフとダノレパガンとし、う穴居

動物にまつわる伝説が接合して構成されているこ

とを明らかにし、これがモンゴ〉レのエノレヒ_0メ

ノレゲン射白神話の特徴で、あると説く。雨報告とも

やはり発表の待問不足の感は免れなしも

長野経之(神奈川県)

本シンポジウムは、テーマに揚げられているよ

うに、口承文芸や本学会の現在と将来を見据えて、

歌謡、伝説と観光、ロシア口承文芸学としづ多竣

にわたる分野から報告がなされた。また、本学会

の創立 30局年記念事業の一環として行なわれた

『シリーズことばの世界~(全4巻 日本口承文芸

学会編三弥弁書法)の刊行が完結をみたが、こ

の事業を踏まえて本シンポジウムカミ行なわれたこ

とは、弓会の石井豆己氏による説明や、資料とし

てこの本の[発刊のことばJ、ならびに、全巻の吉

次が配布されたことからも潜草され、オーソドッ

クスではあるが、意欲的な企画で、あったと評{面す

F
「
.J



ることができょう口以下、パネラーの要旨を、報

告J!震に紹介する。

最初の報告である永池健二氏 r(うた〉とし 1う言

葉のかたちjにおいては、表出された言葉の受容

者である筒き手の領11と、ワタウという言語表現の

関係のあり方に焦点を当てて問題提起がなされた9

かつて、労働守護びや男女の出逢いのといった場

でウタは共有されていたが、現在ではイヤフォン

を耳にして歩く者やカラオケなど、ウタは人と共

に楽しむものではなく、自分ひとりだけの世界に

入っていくためのものと化したとし、う状況がある。

しかし、これは現在だけの夢ゑではなしも関き手

の登場は、文献上、中世以降であり、古代におい

てはモノローグであったという内容であり、古代

から現在へと連結させる視京が示された。

2番目の報告命禁藤純氏「はなす、そして、頴

く・見る伝承jでは、たとえば、観光地で名所を

見ながら、それにまつわる伝承を見開きするよう

に、伝承は「はなすjだけでなく、「開くJr見るj

ものでもあり、体験されるものという指摘があっ

たまた、「法虫菊支けj伝承を事例に、それが歴史

伝承や伝説、世間語、かつての現代伝説として語

られ、また、それが名所を作り、災害の噂として

者協もられ、瓦絞となって言幹せになるとしづ、ジャ

ン/レを襖摂するダイナミックな姿が浮かび上がら

せられた

最後の報告は驚藤君子氏「ロシアロ承文芸学の

現在の課題jでは、ロシアの口承文芸研究におい

ても、農村で伝承されていた伝統的ジャンルのみ

ならず、「現代フォークロアJr現代都市フォーク

ロアj といっきこ都市で語られている話に研究者が

関心を寄せていること、また、新しい動向として、

億人のアルバムに書き添えられた言葉、子どもが

書いた怖い謡、恋愛小説など、素人によって書か

れたプリミティヴな文章も研究対象に含められて

いることが指摘された。

これらの報告がそれぞれに興味深いものであり、

それぞれをテーマとして刻鱈に議論を行なうこと

ができる魅力的なもので、あったといえよう。しか

しそれだからこそ、フロアからの質疑も、f声 ー

-6 -

歌。ことばの力一口承文芸およひ浮会の使命と今

後j というテーマ1こ向けて論点を絞り込んでいく

というよりも、各テーマへの{霞民的なものが主で、

あった。これは、本シンポジウムや本学会にかぎ

ったことではないが、シンポジウムにおいては、

設定されたテーマに対して、できるだけ多角的な

視長でとらえられるよう、様々な分野から報告者

の選択が行なわれる傾向がある。学会で行なわれ

るシンポジウムでは、設定されるテーマに当該学

会の問題意識が反映され、学会の内外に表明され

るという意味で、はJテーマそのものがメッセージ

であり、シンポジウム泊三千子なわれるとと自体に意

義があるといえようが、ひとつの大テーマをめぐ

る議論の機会として機能させる仕掛けを設ける必

要もあろうかと考えられる。この意味で、フロア

として参加した筆者は、消化不良に終わったとい

う感患を持った



6月7日の懇親会の様子 懇親会会場前にてお手伝い打ち合わせ
c 

f奇形。無形民俗文化財の保護、継承 s発震!こ

関する要望書j送信{こ-:t¥て ' 議穣志の投熱電文iこコJてのお知らせ

6月の総会でも決議がありましたとおり、日本口承文 議額誌委員会

芸学会、日本民具学会、宮本民俗音楽学会、宮本

民鯵建築学会、民俗芸言医学会、NPO法ノJ主義学会 O 設議論文の採否につき、査読システムを強化

が合同で、関係省庁国務大臣6名、霞会議員111名、 します。

都道府県知事=47名、都道府県教育長47名、市町村 上 ページ制限のある機関誌に、投稿論文の

長1806名、市町村教育長1806名に、合計3823通 講義の是非を、より公正に判断するため

の上記要望書を、 7月18に送付しております。 に、査読システムを強化します。

以下にその要望書を詔分いたします。

芸学会会員があたりますD メンバーは、

奇形 e額三宗治文{七員制籍、継承 g 発震 機関誌委員会で選考し、運営理事会の承

iこ関する雲謹書 認を得ます。

「市前村(J)合{芽ø特務~iこ議する法簿Jqこよって、多く 3e 査読にあたるメンバーのうち、少なくと

部地墳で市笥材'u)-E討弁が行われとーそ(j)結果、地方 も1名は機関説嘉集委員があたり、また、

行黙致命効率化診たftJ!こ、t齢義C容器録文イとが存鏡68 テーマによっては会員以外の識者に査読

危機こ讃している白 を依頼することがで、きるものとします。

土器或の{去統文生i本長い蜜史窃なかでま告われた、 O なおおむ8年度の機関車馬怒議禽文の緩め切り

塁塁民共有の貴重1d封産であり、それ与を失うこと誌、畏
鯨 fヒE人類対嫌疑義る。 誌または、学会HP投稿規程をご覧下さい。

{去綾文化を守ってゆくことは義え言語本人が岳ざす文

化立国ことって不可欠合条件であるc

有青少築究幼時谷文化対窃保護、議選翠と発震iこ欝

ねる、需物鐘a資料舘o充実、{去承密{本。{去票者へo
支援、喪家や冨7謹み。景観，~菜存慈どiこついて、地域

の{璽設を尊重したよがち、行童文釣記長室o上、必要怠人員

C号悪霊および予算金拡充おどを議註していただくことを

議〈要望するむ

〆幽7



Offi 56 [EJ�JS;O) ::."�P"J 
2008 1f- 10 A 25 B (±) Lfi& 2 ff#iJ• G 5 ff# 

�m ���Jc*� ��=¥- -\7 ✓ ,,.�;z 

1/Y�Y?A l�C6�$·•6�$J 

Offi 57 [EJ�J�(l) ;::-�P"J 
2009 1f- 3 A 7 s (±) Lfi& 2 ff#iJ• G 5 ff# 

�m ���Jc*� ��=¥- -\7:,, /�.A 

1/Y�Y? A I i::i*Jt� � :tz:,li-Wr��f;::fJl �- L, --CJ 

O§t�::<$: (2008/1¥ 2 fa.I -/J• 6 2008 1¥ 7 JI 'it) 
W�J! "'<Y7- 1J � JI .ffi 40 � 11 %-/J•G 12 % • ffi 41 � 1 %iJ•G 3 % (¥135feJll:k$:S 

*1t �x fl:;Wr�m)
7Pf ii'ffe. � -f-� W J!l. 8 � "''f-.71 JI ( f� ftH±)

f S Jf:;:�f�$:J] .ffi 253 % ( S *�{�$:�) 
1J,tlf!J��M!E�!mi�f1Jfi�� W S Jls:)tft;(l) Affi¥/ •x{i::;O) �1�$:JI (1�J;fm) 

*20091¥�1:T.HUl*�¥�fiv\�To -thf::::%.:s'lt,, 2008 �ft� --C:O)�Jf*ffi0)7J

liiW3A< t::60J: 5:J:3Jjjv,L.�To �l�1f-J:it(l)�Jf-/J�*�--c:-t�, �¥� • :rEc�¥t-i
i!�ib � �--ltlvo J: 6 L, < :J:3/iffiv \v \t:: L-�To 'it::, Tic. HP f;::��ffl.��ffitlt L, --C:to

f'.l �-f(l)-r:, ::."-�T�v\o 

l 

S :::zls:: i=t 7-ikX-=·7 � � J.L... < -..:....:-*B:f'rr � v 'o 

S ::<$: I=! *X�$S;.r-..(l) A��:friiU� 6 6�,frf::t, -�Jluf;::J!l!��T 6 iP, $S;H P 
(http:/ /ko·sho.org/) -Jr, G ffl ��I& � � Iv t' < t-!.. 6 It' o 

A�� 1000 PL 1f-�1t 4000 F9t'To 
j!Hlflffm: o � 00180·4·44864 :a: ;::'f!Jffl T 6 v \o 


